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カフェ青葉ノアールの奥側の部屋が事務所になりま
した。昨年12月から改装に取り掛かりDIY達人の皆さ
んの叡智と努力で素晴らしいフロアに生まれ変わり
ました。根太（ねだ）と呼ばれる床下の横木を水平に
配置する工事から始まり、床・壁のコンパネ取付、フ
ローリング、壁・天井のクロス貼りまで約２か月近く
を要しました。管理事務所になる部屋は、空家・空地
の相談のコーナーと会議・研修が行えるフロアに分
かれています。１月29日に、テーブル、椅子などの備品
が設置され装い新たにセンターがスタートしました。

《空家・空地管理センターのご案内》
●相談受付時間：10時～17時／●定休日：月、木
●メール相談受付します。

1月は休みなしのぶっ通し10日間でしたが、月末一
息ついたところで間野さんに伺ってみました。
Q．営業してみて一番大変と思ったことは何ですか？
A．飲食店のマネージメント経験はあったものの、自
　分で仕入れ先の調整、仕入、調理、提供まで一人
　で行うのは大変でした。大手の飲食店の運営が
　細分化されている意味がよく分かりました。
Q．客層で多かった年代層はどのあたりですか？
A．60代以上のご夫婦の方の来店が多いと感じました。
Q．中高生はどのくらい来店しましたか。
A．中高生よりも小学生がたくさん来てくれています。
　もう常連さんです。中学生はテイクアウトをよく利
　用してくれています。
Q．一番売れたメニューは何で
　したか。
A．いちごのスコーンです！
Q．最後に間野さんの感想
　としてひと言
A．開店初日からたくさんの方
　に来店いただきありがとうございます。まだまだ
　至らない点もありますが、地元の素材にこだわり
　手作りの美味しさを届けたいと思います。それが
　地域の魅力をつなげる活動へと広がっていくの
　が楽しみです！
間野さん、ありがとうございました。青葉ノアール
は、2月から月曜、木曜が定休日になります。皆様の
ご来店お待ちしています。（樋原）

空家・空地管理センターの事務所完成！

カフェ青葉ノアール1月20日 開店!!カフェ青葉ノアール1月20日 開店!!

１月２０日（木）今冬一番の冷え込みの朝でしたが、
１０時に青葉ノアールは開店しました。
先ず、非接触検温と消毒を行います。店長の間野さ
んがカウンター越しに迎えてくれます。スロージャズ
のＢＧＭがカフェの雰囲気を感じさせます。コー
ヒーがおいしいです。肉まん、あんこトースト、スー
プ等の評判も上々でした。初日は、お客様３０名く
らいの入りでした。
2日目にまん延防止措置がでて、感染防止のため6
テーブルから4テーブルに減らしました。

姉崎高校生が企画した

▲店長の間野さんが美味しいコーヒーを淹れてくれます

▲店内の風景

▲相談コーナー▲会議・研修フロア

junji530211@gmail.com
★出張相談も受付
　遠慮なくお申し
　出ください。
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お花の種類、いくつご存じですか?
現在、ohanaいっぱい活動で植えられている花の種類で主
なものはポーチュラカ、サルビア、マリーゴールド、日日草、
インパチェンス、サンパチェンス、パンジー、ビオラ、桜草、キ
ンセンカ、クリサンセマム（黄）、クリサンセマム（白）、タフ
チュニア、ペチュニア、袋なでしこ、デージー等々です。まだ
まだこれから増えるかもしれません。花の名前を覚えるの
も楽しみのひとつですね。最近はスマホを花にかざすだけ
で簡単に花の名前を知ることができます、皆さんも挑戦し
てみてください。似たような形の花もあり、同じ花でも形や
色が異なるものも多く、とても興味深いものです。（石原）

▶「広報あおば」に関するご意見・ご要望はメールにてお気軽にお寄せください： info@aoba39.com（広報委員会）

ohanaいっぱい活動の植栽紹介

１月１１日３羽の白鳥が葎堰に飛来し
ました。葎堰を愛する会の方にお聞き
すると平成27年１月以来３度目とのこ
とでした。７年ぶりで感激されていま
した。早々に旅立って行きましたが、ま
た来年も飛来してくれることを期待し
ています。（藪木）

葎堰に７年ぶりに
３羽の白鳥飛来

トピックス

◀青葉台HP

北海道旭川の出身で、起
業精神旺盛、話が上手
い。昭和６１年頃、HBC北
海道ラジオでスカウトさ
れディスクジョッキーを
やった経験もある逸材
です。

現在は、東京銀座にある会社の社長さんを務め
ながら、青葉台自治会では青葉ノアールの店舗
改修の世話をする、管理センターの仕事はする
という多忙ぶりです。昨年１２月に行なった管
理センターの説明会では事前に、拡声器を持っ
て各町会に参加を呼びかけ、参加申し込みの少
ない町会には戸別訪問を行い、予定の３倍以上
の参加者を確保しました。「やるときは徹底的
にやる。私がセンター長をやっている間は、空
家のリノベーション物件を企業に自ら売り込み
に行く」と言い切る古寺さん。頼もしいセンター
長です。（藪木）

空家・空地管理センター長の
古寺  純爾さん（３丁目）
こでら　　　じゅんじ

これまで、青小フラ
ワー会の世話人を務
められ地域による子
供たちの育成に貢献
されてきました。ま
た、知る人ぞ知るカラー魚拓の師匠でもあり、
どちらかといえばこれを広めたいと意気盛んで
す。ohanaいっぱい活動に関しても信念に揺ら
ぎはありません。昨年１１月に青葉中央通りの
交差点にある銀杏の木を伐採しましたが、花壇
に木の株が残りました。歩道の端にある花壇
は、木株を取り去って美しい状態で行き交う人
に見てもらいたい。堺さんの木株との闘いが始
まりました。郵便局前とセイムス向かい側バス
停傍にある花壇の木株をチェンソーできれい
に取り除かれ、レンガフェンスも設置されてい
ました。年の瀬でしたが堺さんの熱量が他町会
にも伝わり、早速植えられた花壇のパンジーが
行き交う人の目を楽しませています。（藪木）

ohanaいっぱい活動の参謀役
堺  孝興さん（３丁目）
さかい　　たかおき

39PJにこの人あり39PJにこの人あり39PJにこの人あり
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